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本資料の内容は一部「NICO第２号」を参考にしています。

この「おだいじに」では最新の歯科の話題や、皆さんが普段疑問を持たれてい
る事柄等についての情報を提供したいと思っております。こんなこと聞いてみた
いな、あれってどうなんだろう？そんなことがあればどんどんリクエストしてくだ
さい。バックナンバーも待合室にあります。

山本歯科医院　tel 0587-33-0570   fax 0587-33-0571
http://www.ne.jp/asahi/yamamoto/shikaiin/

今回の裏面の担当は浅田有輪（左）と中山
孝美（右）です。彼女たちスタッフも頑張っ
ています。

主に歯根を支えており、歯周病(歯槽膿
漏）が進行すると歯槽骨は吸収してしま
う。
比較的固い表層部と、網目構造をした
スポンジ状の骨で成り立っている。

　歯ぐきに覆われ、顎の骨(歯槽骨)のな
かに埋まっている。噛むときにかかる強
い力をしっかりと支える歯の土台。
　歯根膜で歯槽骨と結ばれていて、完全
に固定されているわけではない。

人口の歯の部分で、天然歯の歯冠に代
わる人工の歯冠。下部構造にかかるの
負担が偏らないこと、また、見た目の自
然さなどを考慮して製作される。

歯がなくなった顎の骨
(歯槽骨）に穴をあけ
て、支柱になるインプ
ラント体を埋める。
　徐々に顎の骨が回
復すると、金属製の人
工歯根とがっちり結合
する。
　完全固定の状態で
あり、長期にわたり保
持される。

骨と歯の間は強い繊維組織である
「歯根膜」によって結ばれている。
　歯根膜は噛む力が加わった際に、
歯と顎の骨(歯槽骨）の間でクッション
の役目を果たし、圧に関するセン
サーの役割も含む。

歯を失って困ったとき、入れ歯
はイヤかも？と思ったとき、頭

に浮かぶのは「インプラン
ト」という治療法であります。






